
授
じゅ

業
ぎょう

のやくそく 

授
じゅ

業
ぎょう

の

は じ ま り

◆ 時
じ

間
かん

どおりに授
じゅ

業
ぎょう

がはじめられるようにします。 

□ 先
せん

生
せい

の指示
し じ

なしで，自
じ

分
ぶん

から席
せき

につきます。 

□ 「七
しち

三
さん

 学
まな

びの道
みち

しるべ」または教
きょう

科
か

書
し ょ

・ノートを見
み

て，今日
き ょ う

の授
じゅ

業
ぎょう

を確
たし

かめます。 

◆ 「授
じゅ

業
ぎょう

のはじまり」のあいさつをします。 

◆ 教
きょう

室
しつ

移
い

動
どう

，場
ば

所
しょ

移
い

動
どう

はすばやくします。（おしゃべりはいりません。）

授
じゅ

業
ぎょう

中
ちゅう

◆ 正
ただ

しい姿
し

勢
せい

で授
じゅ

業
ぎょう

にのぞみます。 

◆ 友
とも

だちどうし，「○○さん」とよびます。 

◆ 手
て

はだまってあげます。指
し

名
めい

されたら，はっきり「はい」と返
へん

事
じ

します。

◆ 席
せき

を立
た

ち，いすをしまってから発
はっ

表
ぴょう

します。

発
はっ

表
ぴょう

す る と き

◆ 顔
かお

をあげて，先生
せんせい

や友
とも

だちに聞
き

こえるように発
はっ

表
ぴょう

します。 

◆ 「～です。」「～ます。」と，さいごまでしっかり言
い

いきります。

聞
き

く と き
◆ 話

はな

している人
ひと

，発
はっ

表
ぴょう

している人
ひと

のほうを向
む

いて聞
き

きます。 

◆ とちゅうでさえぎらず，さいごまで聞
き

きます。

書
か

く と き

◆ 自
じ

分
ぶん

の名
な

前
まえ

はていねいに書
か

きます。 

□ ４年
ねん

生
せい

以
い

上
じょう

は，習
なら

っていない漢
かん

字
じ

も使
つか

います。

◆ いつでも，自
じ

分
ぶん

のいちばんていねいな字
じ

を書
か

きます。 

授
じゅ

業
ぎょう

の

お わ り

◆ 「授
じゅ

業
ぎょう

のおわり」のあいさつをします。 

◆ すぐに， 次
つぎ

の授
じゅ

業
ぎょう

のじゅんびをします。 

休
やす

み 時
じ

間
かん ◆ 音楽

おんがく

がなったら，遊
あそ

びをやめてすばやく授
じゅ

業
ぎょう

・そうじにもどります。 

◆ トイレは，休
やす

み時
じ

間
かん

にすませます。 

そ の 他
た
◆ 席

せき

をはなれるときは，いすを机
つくえ

の中
なか

に入
い

れます。 

◆ ぬいだ服
ふく

，ぬいだエプロンはきちんとたたみます。 

◆ みんなの教
きょう

室
しつ

に，ごみをちらかしません。

も ち も の
◆ すべてのもちものに名

な

前
まえ

を書
か

きます。 

◆ もちもののきまりを守
まも

り，学
がく

習
しゅう

に必要
ひつよう

ないものはもってきません。 


